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SICE City一生きがい創出都市一

篠田裕之牢舘障本� 

SICE City: Improving Motivation in Life 

Hiroyuki SHINODA中� andSusumu TACHI* 

Abstract-This paper introduces our projectω lIed "SJCE City." SICE City is an ideal city proposed 
by the SICE (Society of Instrul1lent and ControJ Engineers) with the aim of developing a city that 
can il1lprove the Illotivation of iLs citizens. vVe describe the objectives of the city design and the 
problems that must be solved in order to develop the city. We also outline the possible contributions 
of the SICE in this regard. The l1lain ailll of our study is to develop an objective method to evaJuate 
how technologies can contribute to improving motivation. SICE City is a transdisciplinary platform 
for integrating not only SICE technologies but also universal knowledge and insight provided by the 

TRAFST (Transdiciplinary Federation of Science and Technology). 

Keywords-SICE City，urban design，motivation in life，quality of life，measurement，control，systel1l 
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1.はじめに の問題としてブレークダウンする.そしてそれを� SICE

計担IJ自!日J制御学会� (SICE)が� 21世紀に取り 組むべき
発の都市制格として発伝ーする，と いうのが基本コ ンセブ

課題を明確にする ため� fSICEテクノ ロジービ ジョン ・
トとなった.� 2006年からは� SICECity梢築実行委只会

ワークショ ップJ(船陥誠存主資)がfjl.在岡市で開催され
が発足し，� 2つの研究部会すなわち 「どこにいても 『訟

た.2004年� 11月のことである� .20世紀においては，プ
がる』友心システム研究部会Jと 「人間計測・ 誘導技術

ラン卜や士場などの 向動化を支援ーすることが� SICEωJ-
を用いた安全安心社会梢築研究部会」を訟i在して現在に

宇

ゼっている� (06"-'07年野村淳ニギ子L 08"-'舘 附主向上� 
要な役割であった. それらのJJhlねで多く の学術・技術)1父

省の研究部会はT(|、ijj

21世紀のターゲットをどのように設定するか，という
ム」や� fYPNによる市民I~ I] け安企 ・ 安心，快適 IP ネ ッ ト

のがワークショ ッフのテーマであった
ワークシステムJなどについて，地方向治体とと もに実

計測，すなわち状態を知る こと は知の起点であ り，制
証実験主で行う計画をイ/案 している.後、省の研究部会は

御lはそれらの活用方法を与える体系であるから ， 計測 ~Hリ
人間わ動のデータベース作成などの活動を進めている.

こ「非常時でもつながる安心システ
般を活かしつつ，主主果が咋ーみ|引されて きたが，それらの� 

これ らの具体的活動については楠をあらためて報告する
I11位� である~rJ"/:を扱 う� 1)は知の川円� 

としつつ� 

1 未踏分野|非|拓� 

2.産業競争力強化� 

3.新社会 ・生前空間の創造� 

4.知 ぴ)AYr基盤命IJIU

といえる.それらを基撚
予定である

本稿では 「住みたし¥者1¥1打の姿と� SICEの貢献」に関し

て� 2008年度に行なわれたブレインストーミ ングの結果

を紹介し，� SICE Cityの具体的な姿と考え)Jを紹介する.

]孔時点では SICE内でのプロ ジェクトであるが，ここで

不す 「中きがし¥tllJU:-¥行|げ1'1"Jは分野を問わず知を集結する

ためのプラッ トフォームであり， 横幹連合全体において
1
1、川、 らの具休(1<)促 行がまとめられた.� 

ミ/1のシンボルとして:3出1二とい う言葉は|fSICE CityJ

という� 4つの同L
取り去11むべき 則選であると 考えている� 

1:-.，/爪宅問の閉ましい姿を� 

~:Ni -d，それを計測，制個人システムインテグ レーション
2008 J， r-:.，~jUこ行われたブレインス卜ー ミ ングでは 「今

，4~)~て人学 大学院情 ;: で学系研究科� J;(都文京区木郷� 7-3-1 後の人知が取り 組むべき li~~題j としづ根源的問題から議iR :r:T 1 !-R

Iである.まず者!誌まれた言� sm 2. SICE Cityが提唱する生きがい創出都市規格� 

，Tokyo 1'0*The University 
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Hongo 7-3-J，Bunkyo-ku，Tokyo 論をスター卜した.そこで挙げられたのは以下の� 5つの� 
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キーワード 「省エネルギーJr低環境負荷JI健康Jr安

全 ・安心J I生きがし リ であり，これ らが十分に満足さ

れる人間の活動の場を作り トけyてい くこと が技術者 ・科

学符を六む人類のぷ)出であることを惟認した. SICEの

守的範四はも ちろんこれらの令.てに関係しているが，こ

の仁トlで特に SICECityが拠り所とすべきキーワード、とし

て 「生きがしリを最上 ú'J.~こ 耐え) SICEが具体的にどの

ような貢献を行なうことになるかを松山した.これが本

稿の'円， Jιで、ある

科学技術の傾城で突然 r 吉 弘どが!I~， きがしリなどと い う

山てくると違和感を抱 く方が多いと思う.しか し以下で

論じようとしているのは純然たる科学技術論であり， そ

の基盤技術は SICE がこれま ーで 1者ってき たJ~台を踏襲す

るものである.こ こで提唱しようとしているのは) SICE 

の基盤を使って「心から住みたいとあこがれる都市j の

規格を考える際に 「生きがし リ は避けて通れない許価某

準であること，そしてこのよう な指楳を導入する ことで

多分野の要素技術が有機的に仙合し SICEあるいは横幹

連合ならではの都市規格を構成してい くことができ る，

ということである .以下ではこの基本コ ンセプトヵ、ら説

明していく こととする 

3.生きがいに貢献する科学技術とは

近年は様々な学術団休でj江未来技術のロードマップや

ビジ ョ ンの策 í~し'が行なわれている . その よ う な，i:&d~û を u

なうと， 具休性のあ る 直近のテーマについては他 l没 ( I~J な

アイデアカ旬、ろいろ出るがアポロ古川IUJに川敵するよ

うな夢のある壮大なテーマをtl町こうとすると，途端にむ

SICE City:Improving Motivation in Life 

物質，エネルギー， iJfl坑)Quality of Lifeからさ らに 一

それをj|支大化するための hy};諭と して|年梢築される必裂

があると考えられる

きた山題であるが，その村"i:JJ比裂紫の多くは科学技術が扱

気1，j-く.例えば過大なス トレスがかかっていることを定

的に矢nらせてくれるシステムがあれば，うつ病や燃え

きる.またi児立のコンビュータインタフェースは主内に

エアラブルコンピュータで提唱されているよう に屋外で

体を動かしなが ら仕事をこなせるようになれば，ストレ

スは軽減し働く 卓びも感じやすくなるであろう さらに

高齢になってもやりたい仕事を継続できる.これらの生

きがし 1支援システムの実現は現代人の多くが切実に求め

ているものであり ，今後の科学技術が最優先に取り組む

べき問越である

上l氾一-つの具体例に関 してはすでに Qualityof Lifeの

概念に合まれていると見ることもできる .しかし Quality 

()f Life が 1~ I:j たさ れた状態すなわち 「 品:痛なく快地な状

きがし¥を高めるノヒ態」であってもそれはかな らずし も

わけではなし 1ため，あえて県なる 言葉を使っている .ま

た 「科 1 ， 1 : 1 ぴ 〕 十': t副主 fJi~ j1む など 「幸福度」を定記:化 しよ う

としている試みもすでに行なわれている.現時以では  

11]に明るい展望がひらけない これからの科学技術は

歩断み込んで、 「生きがい創出」を最終的な評価軸とし，

これまで 「生きがしリ は析学や示教の領域で、語られて

Jillえる，あるいはすでに搬し寸台めている問 である ことに

土佐

つきによって生きがし を失う 事態を未然に防 ぐこと がで1

閉じ こもって視覚のみを酷使する ものになっている.ウ

fH持機械や↑ 鋭部によって肉体的・ 能ノ的衰えを補えれば，J1

苦 しい気分になることが多い.環境，エネルギーなど，

すでに問題になっていることを解決するのは良いが，積

極的な夢を描こ うとすると大抵行き詰って しまう .人間

の寿命を 150才にするとか，センサをあらゆる場所に組

め込んで瞬時に世界中の情報が取れるようにする， 脳が

直接ネットワーク に繋がる，などという話が出るとそれ

らは 「あこがれる世界Jとは感じられず，話している う

ちに「も う科学技術は必要ないのではないか」などと い

う空気になっていく.近年話題になっている学生の珂工

系離れの恨本原色|もここ にあると ιLわれそ

科学技術で、壮大な夢が tù~i き に く いことの版凶の一つは

「生きがしリ がその枠粁!みに入っていないからである.先

進国の人問にとって物質的自:カhさ，効率，不iJ便性は「無

くなったら困るものJ r他者 との競乍のために必要なも

の j であ っ て，すでに夢;を J，'t~ じる対象ではない. 最 も|羽

心があって手に入りにくいものは 「牛きがい」であり ，A

それが トッププライ オリティ であることをまず再認識す

る必要がある.特に今後の超高齢化社会においては，高
1

齢者が生きがいをもって暮ら し，社会貫献しK0i:け られる

仕組みを実現しなければ人組(少なくとも日 本)の将来 

31.Oukan Vo ラ NO.l 

できる段階1]辛;福」を定量的に区日J rいト:きがし ¥rQOLJ

ではないが，ここではまだ色がついてお らず，幸福よ り

は具体的な言葉と して 「生き がしリ を使うこととする. 

3主要なのは今後の科学技術の有用性は最終的に「生きが

し 1への ß-=t献」あるいはこれに類する指標で~'I'価する必要

がある ，という こと である 

4.新しい有用性:生きがいへの貢献度指標

技術に対する有用性は大ほの場合 「コ ス ト，性能)(医 

生等において従来法よ'1効用，生産性，手Ij使療における)

りどれだけ佐位性があるかJという観点で許制riされる

といj人々が欲しいと思う か「として11これと は独立な利

う 評価指1梨 (具体的にはr"lJ ~封 で、の売 りとげ)があり，近

年は 「安全性」 や 「環抗への負荷が小さいこと」が新た

な汗価ililEとして作としてきた生きがいへの貢献度」は

これらいずれの広汁Eでも評価すること ができず，何 らか

の新 しい尺皮が必安である

こ の よう な新~' lï 1alí軸に対して必要性があるこ と につい

ては論を待たない.たとえば最近は情報だけでなく力学

的にも人聞を支媛する技術 (パワーアシス 卜等)が活発 

61 



Shinoda，H.and Tachi，S 

に研究開発されているが，適用方法を誤ると その利用が

老化衰弱を早め， 結果と して逆効果� (生き がし 1を甲くう

ばってしまう)になる可能性も指摘されている.またJ先

借電話など，爆発的に普及して人々の思考方法や牛活ス

タイルの恨底を変革する技術は，必ずネガティブな側山

も持ちあわせている.その悪影響が科学的に立証されて

いれば，機能や運用方法を適切に改苦してからtui-及させ

ること ができるが，それがなければ直観的判断て、 「欲し

しリ ものを買い続けてしまい， 事態がL巴化した後でその

悪影響に気付 くこと になる.すなわち人|川円の 3十;トf寸':f但偏l品tJ川 ををf

} 
ラ� 

村仲伊附tl4ltり~h免
α 司、こヨ，.� )) 

刊昨'，'昨削i"十h

i付外術以で、� 京源!広原� JをlNト、干(fiJJ土由1111{的製素でで、ある生きカがミルし¥という申刺軸iEする根� 

二と は，現代における強い要請で、あるといえる.我々は

府〈目らってj麻薬の害を科学的に立証しているので、?次求に� 

薬を禁止することができるが，それと同じヰr'[}iである

では 「ある技術が人々 の生きがいにどれだけ貢献す

かJ ということを定量的に許制すること は可能であろ

うか もちろん何らカミの数値化を行なう ことは不 可能で

はない.例えば 「その技術を'長|僚に一定期間使ってもら

い， 生き がし¥という観点で貢献があったかj を主観評価

しても らう ，とい うのは峠も素朴な評価方法である.し

かし我々が真に求めるのは，多数の人間がそれを長期に

わたって使ったと きに起こるであろう事態を客観的に予

測すること である.多数の階府が複雑に関係しあうシス

テムの下測であり ，人間の生きがし、とは1t:Jか， という問I

題に も踏み込まざる を得ないため，現時点でどのような

出口があるヵ、予測しにくい問題設定ではある.経済学の

場合には金銭としづノミラ メータがあるし，環境 ・資源保

護においては rC0 2 同 IJ l}iむと い う ように，有用性の ~ilZ価

を一つの物:EI~的変数に集約する こと ができた.生きがし、

支援技術においてもこれと 同様にシンフ。ルな定量化手詰J

を見出すことができるか(そもそも定量化でき るか)と

いうのはそれ自体が遠大 ともいえる研究テーマである.

しかし 「人間のモデルを社会デザインへ結びつけること� 

[2JJは横幹連合が取り紺みは じめているテーマで、あり ，

それらが生きがいをも取り込めるように命ることを期待

したい.� 

5.生きがいを創出する� SICECity 

前置きが長くなってしまったが，SrCE Cityのーつの

考え方は 「生き がし、Jを指悼として都市川格を梢}Jえしよ

う，とい うものである .現時点では 「生きがし� ¥Jは主観

量でしかないが，おおまヵ、な見通 しをつかむために生き

がいとい うキーワードのもとで都市を構成する技術がど

のように j~~ rl:r~されるかを見てい く こととする . Fig.lは� 

SICE Cityにおいて技術がどのよう に人々を支援するか

をポンチ絵にしたものである本;凶の日付:田は文献� [3Jに

解説されている� 

Table 1，2および� 3は� SICECityが考ーえる都市の� 3

Fig. 1: The life in SICE City. Technologies support citi-

zens to have motivation in Iife. (The白gurewill also appear 

in [3].) 

つの条件をま とめたものである. 官立自であげた 「省エ

ネルギーJr低環境負荷Jr健康Jr安全 ・安心Jr生き

がい」の各要点が，これら3つの表の中に再整理されて

いる� .Table 1は生きがし1の倉Ij出を積制的に支援するこ

と，� Table 2は生き がし 1を獲得する ための士台となる個

人の 「安全 ・安心Jを提供すること，� Table 3は社会の

「安定Jを{制呆すること，を述べている .各表には，現

時点で解かれていない代表的なオープンプロプレム， お

よび� SICEが吸うべき要素技術をまとめである.ここで

は特に SICEの関辿分野が述べられているが， 将来的に

はこれ らのテーマに~:~i' i幹辿合全体が取り紺んでいくこと

が望ま しい姿といえる.

で、少人数のメンバーでブレインヌ トーミングした結果

あるカ、ら，挙げられたJ11仁|には侃 りがある.重要なのは

このようにして去にま とめてみると 科学技術の進展が

人々の 「生き がしリ に貢献するものであること をあらた

めて実感できるこ とである.長期的展望において各要素

技術は牛.きがし 1に貢献する方向に伸ばしていけば良 く，

技術開発の方向性もはっきりする

近年の「環境j という有用性指摂は，人々の商品巡A択

の基準ともなり ，席業の構成・商品開発の方向性を左右

する影響力を もっている 生きがしリ はそれ以上に人々

の購買動機を左右する究極の指標であり，今後の産業の

原動力になる要因である 現時点では良い客観指標が整

仰 されていないが，(不完全なりに)それらの評価方法

が開発 されてくるに したがって，徐々 に実効力をまして

くる ものと思われる.� 

5.1生きがいを創出する都市

生きがし、を積極的に倉IJLUするためのインフ ラとして� 

Table 1であげられているのは

1.生きがし¥を失う精神的・肉体的状態に陥るのを未然

に防ぐ� 
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Table 1: Creating motivation in Jife Table 2: Security 

安令:・安心な者I¥r!=r 

~ ~í た り|判の こ と が吋た り前にで、きる環境~

犯罪{i'をと1---み出さないね，]'

災 I I ~: ・ 乍 I ~文の被. '~~-fをう けなし 可n 

(佐保状態のnl:;化を教えてくれる

友心して� r-fJtを/t，んで千fてられる私l

オーブンフロプレム� 

1 行1¥t1i・山l没・人間へのセンサ'点以とセンシング� 

J支f+"i 
2 LI 市における仏ßU~状態モニタ 
3 不(i在尖要素を赤山合して全体機能を'k現するか怯〈� 

4 災直川の対応

群集の行動制御

救命，救援� 

5 平常時と緊急時に併用可能なシステム� 

STCEの貢献

災'自:時ネッ トワーク

ネットワークセンシング� 

~-'f.集の行動制維!I
テラヘルツ波による険出技術

交通� '11)改を起こせなし、自動市

見同りロボッ 卜

テレイグジスタンス� 

生きがいを創出する都市

~住めば件むほど健康 ・タフにな� イ;bくわくでl毎り，

きるiJJ'"'-'
文化が倉IJtJ¥される術

人間本米の力を引きH¥す 「山殺ゼロ|社会

「やる気格汗:1の解消

オーブ。ンブロプレム

1.人間に刻する(物土Iffii11，*t'i神的)ス トレス，負荷

の適正化

人間をタ フにするえJぷシステム

(おせっかい，過保護でない)

泌が ・ ストレス状1替、を 1 =i'，! ;f;'1二1~の中で計測

する技術� 

2.小さな創造活動を土:愛するfJi'[j克の提供i
(消狩より創造が楽 しめる環境)

ハードウエアの創造~}乏環境
草の恨創造を集結する什制|み


(オープンソースハー ドウエア)
 

~1 .社会 ・文化への芦献を立援-する環境の提供

創造へ1(，)治、わせる以尻


(自己啓発リマイ ンタ)

体験シ ミュレータ

技術の伝承� 

4. { 11Th立しなし帝，肌

甘i死のjCI

VR による山阿佐の~C::Jl~ 

(一人暮らし問胞の附決)� 

5. 文化の創出 ・レジャーの文民

楽しみを作り出す以境

駆味の推薦システム

休験シミュレータ� 

{-~fll~旅n 

i:

SJCEの貞|点

人間の状態言|J恨I技術

主で働き続けられるイr古川筋:

Table 3: Stability 

安定した都dlー� 

~エネルギー， 資源、の安iiニ・供給と地域文化の友定~

投機的変動に片左右されない必らし

交忘 した)ulJ叫

資源，エネルギーをfNiwし� 食料|当給卒を|向上3

多様な文化が受け継がれる

IJ日I1技術
オープンプロブレム

M]

五感インタフェース技術

人1

適正負祈環境の評価 ・設計丁位i

ロボッ卜による文援� 

のモデリング・市� 

2.他者への貢献や創造活動に対するモチベーションを

支援する� 

3.文化や来しみを作り� 11，す'

の� 3つの視点である

「オープンプロブレムj の項目� 1は，うつがjや燃え尽

き などの状態に亙ることを子|訪する技術である.仏~'，~t~-fj' 

l.i去エネルギーの安全利用� 

l也安全性� 

2.ロー力ル循環システム

エネルギー，資源，7}cのfhEj環

コ . 幼弔lí<J 食料.~I-:. Fì~

白給自足シλテム

仙物了.場 

4. 余来IJエネルギーの有効利用� 

5. 多似なj 成文{ i;7i¥也j ヒの手l iLミ� 

SICE の~'-t IHk 

'IUiSt:を起こさない計測・制御 ・システム技術

資似""収 I~[ 到j化tkWr
省エネルギーのための� 

のストレス状態を，日常と|て活を妨17 しないや り方で'，;;~U 、~c 御 ・システム技術JI].日1]制111 

計測し，危険な状態に陥った時に啓子7するシステムを尖 ローカル発電 ・伝送技術

現するのは一つの考え方で、ある.また， 屋外でも仕J芥が

できるよ うなインタフェースが実t比すればストレスの蓄

積が軽減し， 仕事の喜びを感じる機会 も哨える .これら ない 生き がし� 1創出」のシナリオは，それらの要素技術

を実用化するためには基礎技術の段階から社会システム に明雌な開発副IJH誌を与える

への実装に亙 るまで多くのハー ドルを越えなければなら� 工員同2は，さ らに積極的に作きがい獲得を支援する技� 
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術である.先進国において多くの人々は，分業化された 技術は� SICE City研究部会で、具体的に倣っているテーマ

労働力を売り ，欲しいものを買うことで生活している であり， これについては別府で、説明する

この社会システムこそが現在の豊かさの似泉なのである 健康に対する安心も重要なテーマで、ある� .特に高齢者

が，もし 自分の欲 しいものを自分自身，あるいは比11佼的

狭いコミュニティの仁1-1で作り出しなが ら生活できれば，

そちらの方が来しい� (11二一きがいを支-感しやすし、)と感 じ

る人も多いであろう .最近はハードウエアの� l止!伴におい

ても 「オープンソースJという概念、が言われ始めており ，

古|泊l I を集めて好き なも のを組み立て られる段~ J~íがすきって

きている. また3次元データを送ーるだけで立体:山形して

くオLるシステム も ー対立的になってきている . こ ~rし らの開

で-111が安心して活動範囲を広げるためには，日常恒活の� 

健康状態をセ ンシングしてくれるデバイスの実現が求め

られる、1v汗ド[J

な診断をしてくれる 「ウエアラブブブ、寸、ル ドクタ」といえるよ

うなものがあれば，安心して斥外に山ることができる

なおこれらの安全安心以利子をシステムとして実装する

際には「生きがしリを最大化するような +1 1~f成応訟を追及

していく必要がある . 例え li'日 N'i~~の {:ìてむ 11~七で， 全て

I身で必暖なモノを刊‘り� -1r発支援環境を� 分 I 1'

につなげることができるか， は ーつの興味深いチャレン

ある.また我々の能力は加齢ととも に点えてくるで、ジ

lj

4テムの必要性を指摘している.また項目� は，高附者が

本人にいくらやる気があったとしても，仕事の現場で足

手まといの存布になってし まっては灯きな仕事をfi:li;統す

ることができない. そのよ うな哀えた能力で、あっても社

会貢献がnJ能であり，倒jく吉-びを実感できるシステムを

実現でき るか，ということ は直近の最重要課旭ーで、ある

頃口� 3i立何人が社会賞献を実感するのをえ援する シス

空間的に孤イ/ー してしまうこ とによ る生きがし¥点失を指摘

している. これについてはバーチャル リアリティ 技術の

進展によって 克服がロl能と考え られる 裏目� 5は，本節

'j す 1I上界J の段jfを無く してしまうと小さな外乱に対処する能力が

兵えてしまい，む しろ大きな体我を招いてしまう司能性

がある.そこに作む人間� II体がどのように変化 していく

かを予測しなが ら3 設計を行 う必要がある� 

5.3安定した都市� 

2009年抗也において我々 は，投機的資本の動向や凶

外の景気など p 予測や制御が I fl期r~ な要 |大|に よ って乍活が

左右される世界に暮らしている これらの変動によって

企業の経営が困難に陥ったり，� )需用の不安定が引き起こ

されればそれは 「生きがしリにも大きく影響する.これ

を安定化する社会システムを克現する ことは科学技術の

対象 となり件る� 

Table 3で挙げbれているイI'i:限は，エネノレギー， 資源、，
";

提供することにある� 

冒頭の3つめの例}II、，すなわち文化や来 しみを作り 出し

たり，それむ を ~ しんだ り すること を点援する環境の必

要性を指摘している. 去イ村作! !J?llを岩� りU¥したりそれを鑑� 

t'{したりすることに対する欲求は，物質的に置かになっ

たからといって無くなる性質のものではない.r文化」が

生きがし¥に -める比前がl向くなるにつれ，文化創造のた

めの科学技術がより強く求められることになる.なお文

lL

化創造と 科学技術の境界が薄れてくる傾向はすでに始

まっている.白IIVJ車，テ レビなどの家電製品，ゲーム機

など， 日本の製造業の大黒1:主となっている多くの製品に

おいてう研究開発の主要な動機はすでに楽しみや喜びを

5.2安全・安心な都市� 

Table 2 (こ示す12全 ・安心は， 生きがい右!JII¥の基盤で

ある. そして生きがし¥という観点からみると 安全 ・交，心

の実現}f法もいく らか県なった見え方をしてくることが

わかる

まず犯罪ぴ)被苫を叉けないための根本的対処法は，犯

¥地

ノ'fc，食料の海外{ムギ{度を減らすこ とである.大規模プラ

ン トを安全~わーするために SICE で培われたノウノ \ ウ は ，

核発電施設の安全運行のために今後さらに謄かれるこ と

がWJ刊される.もう 一つのjフー向性は，できるだけ狭し� 

域で循j京 ・'jd;1りするシステムを実現することである.分

効半を上げ，地域内でのf¥'牛:J1if|で、の食料日主jJ散した小規紋� 

自給臼足に近づく ためにはセンシング ・帝IJ御による支援

システムが必安となる

また上記以外の視点として 地域文化の安定」が挙

げられる.我々 は美 しく多様な街並みを保存する社会シ

ステムを求めている.これらの課題.の企てに� SICEだけ

で対応すること はできず，;h~~幹連合 と して取り組む必要

がある� 

6.おわりに

以上，� SICE Cityのブレインス 卜ーミ ングの結果を紹

介 した.Table 1・3で挙げられたオープンプロブレムは� 

|恨られた ~I羽田で行われた議論をま とめた もので しかな

罪者をλ|こ� さない社会を作ることである .そのために¥11み く，今後さらにJ4体的な姿が補強されていくべきもので

ト日� 

ベき がいを比LI:rしやすい都市を実J児する

必要があり ，これは� Table1において論じた問題に帰梓 「生きがしリを評イilfi軸として再設計すること であり，そ

する. もちろん，センサネットワークによって犯罪を抑 れらはセンシング .iHiJ御から人U1ljシステムまで、を扱って

止する ことも重要であと し¥るSICEが取り組むにふさ� ;IJしいテーマである.と|

災害時に身を守るためのセンシングやネットワークの H、?にそのような� SICEで、あって もカバーできるのはごく� 

は多くの人々が11 ある. ここで提案された新しい岩眼は，都市の刻格を
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